
白石の新鮮野菜  う～んとうまいから、食ってみてけらい～ん！
～白石市農産物直売所連絡協議会は、地産地消を推進します～

SSN48は

白石の農産物を

応援しています♪
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　白石市農産物直売所連絡協議会では会員を募集しています。市内で直売活動をされている
方などで興味のある方は、気軽にお問い合わせください。� 問農林課　☎22-1253
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①旧JAみやぎ仙南白石地区事業本部ななめ向かい
　１月20日（水）から営業　毎週水曜日9:30 ～12:00
　バーバ工愛市のオレンジ色のぼり旗が目印。営業初
日は初売りプレゼントを用意しています！
※営業時間変更は２月末まで。
②JAみやぎ仙南福岡支店構内店（旧あぐりハウス白石）
　３月から営業を再開します！
問JAみやぎ仙南女性部白石地区バーバ工愛市　☎25-3531

羽山朝採り市　１月23日（土）から営業
　毎週土曜日9:00～12:00
●場所　犬卒都婆公会堂前
問小

お

畑
ばた

胖
ゆたか

　☎27-2236

軽トラ市　１月８日（金）から営業
毎週金曜日9:00 ～ 12:00
●場所　すまｉるひろば
問四

し

竈
かま

　☎29-2451、山
やま

田
だ

　☎26-1345

※各直売所では、白石産の新鮮な旬の野菜や花、漬物などを販売して
います（直売所により品ぞろえは異なります）。
※白石市農産物直売所連絡協議会加盟店のみ掲載しています。「SSN」
は「白石・新鮮・農産物」の略称です。

小原いきいき直売所　３月まで冬季休業
　４月から営業を再開します！

●１月の人気農産物
　ホウレンソウ、キャベツ、セリ、
ネギ、干し柿、アサツキ　など

青っ葉市直売所
　月１回の「サービスデー」（定期市）を好評開催中！
月初めの販売日に開催します。お買い上げ金額にかか
わらず、お好きな新鮮野菜１点をサービスします。
※今月はポーチパーク（土曜日）のみ営業します。
①ポーチパーク内　１月23日（土）から営業
　毎週土曜日9:00 ～ 12:00
②本郷店（旧国道113号角田街道踏切そば）
　２月17日（水）から営業
③いきいきプラザ　４月16日（土）から営業
※スーパービック白石店でも新鮮野菜を販売しています。
問佐

さ

藤
とう

よし子
こ

　☎25-8860

小十郎の郷　～農産物生産者募集中～
　9:00 ～ 18:00　年末年始を除いて毎日営業！
　１月５日（火）の12時から、初売り企画恒例の「小十
郎の郷・新年もちつき大会」を開催します（なくなり次
第終了します）。
　また、１月30日（土）～31日（日）に「節分祭」を開催
します。落花生の詰め放題（有料）や９時30分から自家製
甘酒の振る舞いを行います（無料、なくなり次第終了）。
※12月31日（木）から１月４日（月）まではお休みします。
●場所　JAみやぎ仙南白石地区営農センター構内
　（福岡長袋字八斗蒔）
問小十郎の郷　☎22-0881
　http://www.kojuro-sato.com

馬牛沼産直センター　１月５日（火）から営業
　毎週火・木・土・日曜日9:00 ～ 17:00
　斎川の特産「斎川凍

しみ

豆
とう

腐
ふ

」やころ柿のほか、毎年好
評の手作り切り餅などを販売しています。
　１月５日（火）の初売りでは、恒例のお買い上げ抽選
会を開催！　皆さんぜひお越しください。
●場所　国道４号沿い馬牛沼付近
問馬牛沼産直センター　☎25-0520

「斎川米」
好評発売中！

「馬牛沼産直センター」、「小十郎の郷」、「羽山朝採り市」で「白石産米」を取り扱い中！
詳しくは各直売所に問い合わせをくれでごんす！

　12月７日、男女共同参画社会づくりに関する「ほのぼの
川柳コンクール」の表彰式を市役所で行いました。今回は
「ともだち」「夢」がテーマ。10回目を迎えた今回は、過去
最高の352人から858句の応募がありました。審査の結果、
10名の作品が入選。さらに、入選作品の中から皆

みな

川
がわ

智
とも

大
ひろ

さん（白石第二小５年）の作品が市長賞を受賞しました。
入選作品を含む応募作品は、１月14日（木）～28日（木）まで、
ふれあいプラザ２階ホールに展示します。
●市長賞作品（敬称略）
『かなうかな　ぼくの目標　お父さん』� 皆川　智大

～「ともだち」「夢」への思いを川柳に込めて～
平成27年度「ほのぼの川柳コンクール」の入選作品が決定しました！

●入選作品（敬称略）
『さりげなく　手をさしのべる　友がいる』� 金子　忠政
『あこがれが　私を導く　夢の道』� 矢久保寛菜
『料理する　夫の姿　これ夢か』� 武田　秀作
『語らいは　家族の輪であり　夢であり』� 熱海　咲代
『ぼくの夢　元気に長生き　これ一番』� 狩野　陸人
『帰り道　夕日にそまる　かげみっつ』� 我妻ほのか
『老いてなお　二人の夢は　まだ一杯』� 湯川　雅巳
『じいちゃんと　約束をした　あととりの』� 大槻　右柳
『ぼくのゆめ　いつかママを　治したい』� 與名本旋冬

１_市長賞を受賞した皆川智大さん　２_受賞者の皆さんと審査委員長の四竈英夫さん（左）
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。
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。
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目
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前
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出
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言
う
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町
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夕
景
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一
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を
記
録
。
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一
句
目
、
息
を
の
む
ほ
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美
し
い
紅
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を
仰
ぎ

眺
め
て
い
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、舞
い
な
が
ら
紅
葉
が
散
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て
ゆ
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そ
の
下
の
古
い
祠
に
、
誰
が
吊
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て
行
っ
た
の
か
真

新
し
い
千
羽
鶴
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病
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願
で
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う
か
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や
か
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に
、
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を
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ら
え
た
異
作
。
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目
、
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大
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住
む
人
も
な
く
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空
き
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し
い
。
年
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一
回
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、
門
や
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つ
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う
。
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れ
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場
所
が
な
く
な
る

ほ
ど
で
あ
る
。
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。
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応募
方法

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内（未発表のものに限る）。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をはっ
きり書き、〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）フレッシュマーケット


